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令和 4 年度まちづくり懇談会ふれあいトーク（大宮・国府地区） 

 

令和４年度  まちづくり懇談会ふれあいトーク 事前質問要望等経過対応報告一覧（栃木地域：大宮・国府地区） 

No. 自治会 質問要望等 当日の回答要旨 経過・対応報告 

１ 
大宮地区 
自治会 
連合会 

【都市計画道路：宇都宮・亀和田・栃木線の供用開始時期について】 
 
ヨークベニマル栃木平柳店から県道栃木・二宮線までの区間で、現

在、道路工事が行われております。 
この道路は、大宮地区の中心に位置し、将来は北関東自動車道都

賀インターチェンジから栃木市・小山市を結ぶ大動脈となります。 
現在工事が行われているヨークベニマルから県道栃木・二宮線まで

の区間の供用開始時期についてお知らせ願います。 
 

【道路河川整備課：TEL 21-2401  】 
 
県に確認しましたところ、本区間における県道整備につきましては、

令和 6年度の供用開始に向け、用地交渉及び道路工事を進めてお
り、用地の取得状況を踏まえまして、引き続き早期完成を目指していま
すとのことです。 
 
 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：道路河川整備課：TEL 21-2401 〕 

２ 
大宮地区 
自治会 
連合会 

【丸沼・長瀞公園内の木橋の改修について】 
 
丸沼・長瀞公園は、大宮地区の中央部に位置し、地域の方々の散

策の場となっております。設置当時は、水が流れており、橋が３橋架け
られ、多くの方に利用されてきました。 
しかし、現在は、地下水の低下に伴い、公園内の川は枯れ、上流・

中流・下流に設置された橋のうち、最も利用されていた下流の橋は、老
朽化が進み通行止めとなっています。 
 公園は、幼児から高齢者まで、多くの世代が利用しております。 
 下流の橋の架け替えについて、木造では費用がかさむのであれば、
鉄骨の橋に変更し、従来どおり回遊のできる公園にしていただきたく、
お願いいたします。 
 

【公園緑地課：TEL 21-2414  】 
 
丸沼長瀞公園は、大雨時の調整池として機能する親水公園として平

成９年度に整備しましたが、近年では地下水の低下により、冬季を除き
水がほぼ無い状態となっています。 
そこで、夏休み期間中は地下水を汲み上げて噴水を出す親水公園

として、多くの子供たちに親しんでいただいております。 
なお、公園内下流の橋については、橋板や欄干などの腐食が進み

危険であることから、現在のところ通行止めにさせていただいておりま
すが、利用者が多いことから、早期の復旧に向けて現在検討している
ところであります。 
 

【担当課：公園緑地課：TEL 21-2414 】 
 
丸沼長瀞公園下流の橋については、令和５年度に全面的な改修を行

う予定です。 

【再質問】 
 
 丸沼・長瀞公園の園内に３つある橋のうち、現在は真ん中と南側の
橋が通行止めとなっている。同公園は高齢者の散歩コースになってい
ることからも、せめて南側の橋だけでも改修し、通行できるようにしてほ
しい。 
 

【都市建設部長】 
 
丸沼・長瀞公園の橋につきましては、木橋が２つ朽ちてしまっている

ため、通行止めにしている状況です。園内を周回することによって地元
の方に親しまれておりますので、できるだけ早期に橋の復旧を検討し
たいと思います。現在の木橋をそのまま復旧するのでは時間と費用が
かかるため、景観と調和がとれるような擬木を使うなど、耐久面での方
策も検討しております。 
 

３ 共栄 

【荒川の治水対策について】 
 
  近年、地球温暖化の影響により、全国各地で局地的に時間雨量が
100 ミリを超える集中豪雨が頻繁に発生し、そのたびに甚大な被害を
受けています。 
 栃木市においても令和元年の台風により、永野川で堤防からの溢水
や決壊が発生し、数多くの被害を受けました。令和 4年の今でも災害
復旧工事が行われています。市街地を流れる巴波川でも広範囲にわ
たって床下・床上の浸水被害を受けました。巴波川は台風等によりた
びたび被害を受けています。 
巴波川の被害のひとつとしては、荒川が巴波川に合流していること

だと思われます。荒川は旧西方町から流れが始まり、旧都賀町などの
平坦な水田地帯を流れて、栃木市の中心市街地である箱森町で巴波
川に合流する、長さ 12 キロほどの河川です。 
荒川には、治水対策として、途中いくつかのため池や遊水地があり

ますが、日雨量 300 ミリ相当の集中豪雨に耐える施設ではないと思い
ます。この先、荒川の治水対策につきましては、大川市長が掲げる「と
ちぎ未来創生プロジェクトⅡ」の３本柱のひとつとする「命を守る安全で
安心なまちづくり」を目指して、荒川の治水対策を実施すべきと思料さ
れます。 
全国に先駆けて、木野地町に「スマート田んぼダム」を実施している

こと（令和３年～）は、荒川の治水対策のひとつかもしれません。 
 

【治水対策室：TEL 21-2785 】 
【農林整備課：TEL 21-2279 】 
 
令和元年の東日本台風により、8,000 戸を超える浸水被害が起きま

した。一級河川である巴波川及び永野川においては、溢水や提防決壊
等が多数発生し、現在河川を管理する県において、溢水対策や堤防
嵩上げ等の河川の改良工事を実施しているところです。 
市においても、本川に流入する旧赤津川、清水川等支川の対策とし

て、調節池の設置や雨水貯留施設を計画し、順次整備を進めており、
流域関係者が協働で行う流域治水として、宅地内雨水貯留浸透施設
の推進や田んぼダムの整備を進めています。 
今回ご質問の荒川につきまして、川原田町地内にある北橋から巴波

川に合流するまでの区間は県が管理し、上流域については市が管理
しております。上流域において、既存農業用ため池を活用した治水対
策を行っており、今後も、県とあわせ治水対策を進めてまいります。 
なお、上流域の田んぼダムにつきましては、令和２年度から荒川沿

いの栃木市土地改良区と都賀町土地改良区の田んぼで整備を開始
し、昨年度末までに計 43ha、今年度は西方の小倉堰土地改良区も加
わり、あらたに計 45ha を予定しており、順次拡大していく予定です。 
 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：治水対策室：TEL 21-2785 〕 
〔担当課：農林整備課：TEL 21-2279 〕 
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No. 自治会 質問要望等 当日の回答要旨 経過・対応報告 

４ 仲仕上 

【仲仕上集落内道路整備について（南北道路接続）】 
 
集落内道路は昔ながらの幅員の狭い、軽車両がやっと通れる道路

ですが、緊急車両の進入、災害避難通路として最重要とされていま
す。住民としては、高齢者も通る通勤通学道路として、明るく住みよい
社会環境、地域づくりのため、道路整備をぜひ実施いただきたく要望い
たします。 
また、前回提出議案のうち、大宮南部地域農道整備計画予定はい

つ頃になるのかお聞かせください。 
 

【道路河川整備課：TEL 21－2401 】 
【農林整備課：TEL 21－2387 】 
 
生活道路の整備につきましては、地元関係者の合意のうえ、自治会

からの要望書を受け、緊急性、必要性などの観点から評価を行い、優
先順位の高い箇所から事業化しておりますので、お時間をいただいて
いる状況であります。 
ご要望の箇所につきましては、公図上、水路敷になっているところで

あり、課題等もございますので、生活道路要望書の内容等も含めまし
て、担当者よりご説明させていただきます。 
大宮地区の農道整備につきましては、昨年広域農道から新宿街道

までの舗装工事を実施し、今年の秋に残りの大宮公民館南の T字路
までの舗装工事を実施する予定です。その他の農道整備につきまして
は、栃木市東部土地改良区と整備箇所の調整を行いながら実施して
まいります。 

 
 

【担当課：道路河川整備課：TEL 21－2401 】 
 
生活道路の整備については、まず、要望書を出していただくことになる

旨の説明を行いましたが、要望路線が数多くあるため、事業実施までに
は相当のお時間をいただくことについて、自治会長に説明をしました。 
 また、要望箇所については、市道認定していない（水路敷）箇所である
が、地元としては緊急車両等が進入出来ないこと等が問題であるという
ことでありますので、道路整備箇所については、自治会内において、再
度検討してから要望書を出していただくようにお願いをいたしました。 
 
【担当課：農林整備課：TEL 21－2387 】 
 
大宮地区の農道工事につきましては、大宮公民館南の T 字路までの

舗装工事を現在施工中でありまして、令和５年３月に竣工予定となって
おります。その他の農道整備については令和５年度以降、栃木市東部
土地改良区の要望のもと、順に着工してまいります。 

 

５ 惣社東 

【東区集落内における市道の整備（特に通学路）について】  
 
集落内の市道（13281 号線・13316 号線）は簡易舗装のため（特に通

学路）、アスファルトが剥がれ、穴が開いているので、完全舗装による
道路整備をお願いします。 

【道路河川維持課：TEL 21－2408 】 
 
ご要望の路線につきましては、現場を確認したところ、舗装の傷みが

激しいことから、舗装補修を実施してまいります。 
なお、道路の補修についての要望がございましたら、「生活道路補

修要望書」の提出をお願いいたします。 
 
 

【担当課：道路河川維持課：TEL 21－2408 】 
 
ご要望の路線につきましては、令和４年７月に「生活道路補修要望書」

が提出されましたので、次年度以降に舗装補修を実施してまいります。 

６ 円光寺   

【思川河川敷環境整備について】 
 
国府地区内における思川河川敷の環境整備を要望します。 
河川敷に雑木林が繁茂しており、鹿やイノシシ、マムシやムカデなど

による被害が発生しています。 
これは当自治会のみならず、田下や大光寺自治会も共通の悩みを

もっております。 
県への熱心な働きかけを要望いたします。 
 

【道路河川維持課：TEL 21－2408 】 
 
ご要望の件につきまして、管理者である県へ確認しましたところ、『当

該地区におけるイノシシ避けの柵の設置について、必要な手続きが円
滑に進むよう協力していく。また、思川の立竹木の伐採については、県
南環境森林事務所において有害鳥獣河川敷緩衝帯整備事業を実施し
ておりますが、引き続き当該地区においても実施するよう要望してい
く。』とのことでありましたので、市としましても、適正な維持管理を県へ
強く要望してまいります。 
  
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：道路河川維持課：TEL 21－2408 〕 

７ 田本 

【田本集落内の道路整備について】 
 
田本集落内道路については、排水管整備に伴い、その大部分が舗

装されましたが、一部、舗装されていない箇所があります。 
①大雨の時に冠水し、通行不能になる箇所や、②観明寺（勝呂住職）
東側道路も一部アスファルトが剥がれ、③南側は路肩が崩れて車が寺
所有地へ乗り上げて通行している状況です。 
これらの道路は、子どもたちの通学路であり、地域の高齢者のウォ

ーキングコースでもあります。 
子どもたちや高齢者を含む住民の安全を確保するため、部分的では

なく、全面的な舗装補修工事を要望します。 
 

【道路河川維持課：TEL 21－2408  】 
 
ご要望の件につきましては、①、③については、現場を確認したとこ

ろ、舗装の傷みが激しいことから、舗装補修を実施してまいります。 
なお、道路の補修についての要望がございましたら、「生活道路補

修要望書」の提出をお願いいたします。  
 
また、②については令和 2年 1月に生活道路補修要望書を提出い

ただいており、現地も確認しましたので、次年度以降実施してまいりま
す。 
 
 
 

【担当課：道路河川維持課：TEL 21－2408 】 
 
ご要望の①、③の路線につきましては、令和４年８月に「生活道路補

修要望書」が提出されましたので、次年度以降に舗装補修を実施してま
いります。 
また、②についても令和 2 年 1 月に生活道路補修要望書を提出いた

だいており、現地も確認いたしましたので、次年度以降実施してまいりま
す。 
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No. 自治会 質問要望等 当日の回答要旨 経過・対応報告 

８ 大塚団地 

【思いやりのある生活道路の確保について】 
 
大塚団地を東西に走る市道 2037 号線・13225 号線は生活道路で、

国府北小学校や東陽中学校への通学路でもあります。 
また、近年では地域外の車両が、市道 1001 号線（広域農業道路）

への抜け道として利用するため、通行車両が増加し、道路の凹み・歪
みが見られます。 
この市道は道路幅員が狭く、歩行者保護等の観点から、交通規制

（停止線の増設や、速度規制等の標識設置）の対応をお願いしたい。 
以上、安心安全な地域づくりの観点から、思いやりのある生活道路

の確保を提案いたします。  
 

【交通防犯課：TEL 21－2151  】 
 
一時停止規制をはじめとする交通規制については、県公安委員会

が権限を有していることから、本件につきましては、所管する栃木警察
署に要望を伝えさせていただきました。 

【担当課：交通防犯課：TEL 21－2151 】 
 
本件について、令和 4年 10 月に自治会長様、安協国府支部理事様、

大塚団地内にお住まいの方々にご協力いただき、反射ステッカー、巻き
看板を設置いたしました。大変ありがとうございました。 
 

【再質問】 
 
大塚団地内の市道の交通規制や速度規制など、昨年度も同じ質問

をした。警察署へ要望書も提出しましたが、今も対応していただけてい
ない。栃木警察署に要望を伝えるだけではダメ。警察が動かないので
あれば、市の方で、立て看板の設置でもいいので、具体的な回答をい
ただきたい。 
 

【生活環境部長】 
 
昨年度は、自治会長様とご相談をさせていただき、地元から警察へ

要望書の提出の手続きをしていただきました。その後の対応がないと
のことですので、市の方から警察に対し、本日のお話をお伝えいたしま
す。そのうえで、警察で規制対応が難しいということであれば、市によ
る看板等の設置について、ご相談をさせていただきたいと思います。 
 

９ 大塚団地 

【大塚第一こども広場隣接墓地周囲の樹木植栽について】 
 
大塚団地第一こども広場に隣接して、先祖代々からと思われる墓地

があり、周囲には樹木植栽がなされ、緑が保たれて、境界線・目隠し等
の役目を果たしていました。 
しかし、７～８年ほど前から、樹木が経年劣化により枯れ始め、現在

は朽木が散乱し、危険な状況にあります。市の公園緑地課へ頼んで、
周囲をロープで囲む等の応急処置は施してありますが、現在の状況と
しては、こども広場と墓地との境界が不明確となっております。 
また、当広場は、大塚団地・愛宕団地や隣接住宅の子どもたちの遊

び場であり、すぐそばに墓地があることから、朽木やロープを乗り越え
て、墓地内を遊び回っている姿をしばしば見かけます。 
墓地に入らないように声かけはしていますが、いまに墓石や付随物

を破損させてしまうのではないかと心配しております。 
今般、墓地周囲の樹木植栽を実施することにより境界を明確にし、

子どもたちを墓地内に入り込ませないようにすると共に、安心して子 
どもたちが遊ぶことのできる環境にしたいと考え、提案するものです。 
 

【公園緑地課：TEL 21-2414 】 
 
大塚第一こども広場園内については、近年、植栽木による害虫の発

生や大木化、落葉清掃など維持管理が問題となっていることから、新
たに植栽を行う計画はありませんが、公園敷地内に設置しているロー
プ柵の補強及び柵乗り越えを注意する看板設置などの対策を行いまし
た。 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：公園緑地課：TEL 21-2414 〕 

１０ 癸 生 

【思川河川整備について】 
 
年々豪雨が多くなり大きな水害が増える中、思川（保橋上流）におい

ても決壊する恐れが増していますので、思川の護岸（保橋上流）整備を
早急に実施くださるよう、要望します。 
一昨年の大雨の際も水位がかなり上まで達し、決壊するのではない

かと、当自治会でも非常に心配しました。ハザードマップでも危険区域
になっており、思川については県の事業であるかと思いますが、市とし
てもこれまで以上に県へ働きかけていただき、一日も早く、新しい丈夫
な堤防ができるよう、切に要望いたします。 

                                                                                                                                                                                                                            

【治水対策室：TEL 21-2785 】 
 
思川の河川整備につきましては、柳原北の保橋上流の無堤箇所に

ついて、河川管理者であります県に、当該箇所の進捗状況を確認した
ところ、依然として用地問題が解消していないため、事業の再開の目
途が立っていないとのことでありました。 
当該箇所は毎年、癸生自治会より要望をいただいており、地元住民

の皆様の切実なる要望であること、また、重要水防箇所（水防上重要
な区間）にも指定されていますので、市といたしましても、引き続き、県
と共に重点的に巡視点検に努めて参るとともに、早急に河川整備を進
めていただけるよう、要望してまいります。 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：治水対策室：TEL 21-2785 〕 

【再質問】 
 
毎年要望している思川河川の護岸工事については、今回も用地問

題が解消されていないため、事業再開の目途が立たないとの回答です
が、県は本当に動いているのか。県が用地交渉に回っているとの情報
は周囲から聞こえてこない。令和元年度の台風 19号災害の際には、
堤防の１ｍから１ｍ50ｃｍくらいまで水位が上がっていた。破堤したら柳
原から下流域に大きな被害が出る。 
 

【都市建設部長】 
 
 毎年ご要望を頂く度、県の方に状況を確認しております。県におきま
しても、整備が進んでいない現状は良くないと考えているとのことです
が、地権者の同意が得られず、進められない状況と聞いております。
市としましても、地元の方と協力しながら、引き続き県に働きかけてま
いります。 
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No. 自治会 質問要望等 当日の回答要旨 経過・対応報告 

１１ 

参加者 
（大宮地区
自治会連
合会） 

【歩道橋の利用について】 
 
大宮北小学校南側道路と都市計画道路の交差点に歩道橋が完成

し、多くの方が利用している。自転車を押して通行できるようになってい
るが、この道路は新栃木駅に通じる地域の主要な道路となっており、
朝の通勤時などは、歩道橋を通らず下の道路を走るのではないかと危
惧している。歩道橋を通らないと事故に遭う恐れが高まる。市や県など
で協議して、より良い道路行政に力を入れてほしい。 
 

【都市建設部長】 
 
交通量の多い場所では、車と歩行者ないし自転車を分けて通行させ

ることが、安全を考えるうえでは有効と考えておりますので、現場を確
認し、県と連携しながら検討してまいります。 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：道路河川整備課：TEL 21-2401 〕 

１２ 
参加者 
（大塚上
区） 

【言葉の教室について、送迎や出張サービスなどの拡充を】 
 
市内で言語聴覚士の仕事をしており、通っている小学校に言葉の教

室がないため、別の学校に授業を抜けて通わなければならない。教室
が終わったらまた学校に戻ってくる。早退扱いにはならないが、出来れ
ば授業をしっかり受けさせてあげたい、という相談を受けました。 
全ての学校に言葉の教室を配置するのは難しいことは分かります

が、親が送迎をするとなると、正規雇用の仕事が難しくなるなど、負担
が大きい。必要なお子さんのところにスタッフが出向いてくれるような体
制を作ってほしい。外部スタッフを利用するなど色々やり方はあると思
うので、一つの意見として、検討してほしい。 
 

【教育次長】 
 
保護者の方にとって送迎が負担になっているということは、教育委員

会としても重々承知しております。 
言葉の教室につきましては、利用される方も多く、費用の問題なども

あり、なかなか難しい状況にありますが、ご意見を今後に生かしていけ
るように、対応を検討してまいります。 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：学校教育課：TEL 21-2477 〕 

１３ 
参加者 
（共栄） 

【水害対策について、堆積土の除去を】 
 
荒川と巴波川の合流地点から下流の護岸嵩上げを栃木土木事務所

と市が協議をして行うという記事を見た。昔に比べると川床が上がって
きたと思うので、嵩上げよりも堆積土の除去をして欲しい。 
 

【都市建設部長】 
 
大きな対策としまして、地下にトンネルを掘って川の水を分ける、地

下捷水路の工事を進めております。それに併せて適宜護岸の嵩上げ
をしながら進めていきますが、市内の高低差を考えながら進めていくた
め、浚渫等がしづらいという話も聞いております。市としましても、地域
の安心安全を確保するため、県と連携しながら対策を進めてまいりま
す。 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：道路河川維持課：TEL 21－2408 〕 

１４ 
参加者 
（共栄） 

 

【スマート田んぼダムの推進】 
 
永野川流域にも、継続してスマート田んぼダムの推進をして欲しい。

かなり効果があると思う。 
 

【産業振興部長】 
 
市では巴波川及び永野川上流域において、88ha の田んぼダムを整

備しております。引き続き、農家の方や土地改良区への説明を丁寧に
行いつつ、10 年間で 600ha～700ha の整備を目指しております。 
スマート田んぼダムの推進につきましては、費用の問題はあります

が、労力の削減に繋がりますので、手動で堰を操作する田んぼダムと
並行して、推進を図ってまいります。 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：農林整備課：TEL 21-2279 〕 

１５ 
参加者 
（共栄） 

 

【避難経路や避難場所など、あらためて周知を】 
 
市で発行しているハザードマップについて、各家庭に配布されている

が、避難経路や避難場所の周知が十分でないと思う。もう一度周知を
して欲しい。 
 

【危機管理監】 
 
避難経路の周知につきましては、一律にこの経路でと決めますと、タ

イミングによっては水が出て通行できないといったことも考えられます。 
ご家庭で日頃よりお話しいただいて、地元のことを一番理解されてい

る皆様に、ご判断いただくのがよろしいかと思います。 
避難場所の周知につきましては、災害発生場所等の状況により、開

設しない避難所がある場合もあり、必ずこの避難所が開くとは言えま
せんので、市の避難所開設状況を注意してご確認いただければと思い
ます。 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：危機管理課：TEL 21-2551 〕 
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No. 自治会 質問要望等 当日の回答要旨 経過・対応報告 

１６ 
参加者 
（癸生） 

【栃木地域でも水防団や水防訓練を】 
 
藤岡の渡良瀬遊水地には水防団があると聞いている。最近では線

状降雨帯の話をニュースでよく聞く。栃木地域にも水防団があってもい
いのではないか。 
以前消防団の分団長をしていたが、水防訓練をしたことがなく、知識

もなかった。竹を利用した水防ダムの作り方など、この辺りの人は知ら
ない。 
 

【危機管理監】 
水防団については、基本的に消防団の皆様が担っていると考えてい

ただければと思います。洪水等の恐れがある時は、消防署や消防団で
河川の点検等をしております。 
【市長】 
吹上地区で荒川が氾濫した時に、竹を切ったものを堤防の崩れそう

な箇所に流して補強しているのを見たことがあります。コロナウイルス
感染症の影響で水防訓練を実施できていませんが、水防についても、
藤岡だけでなく、栃木市全体でやっていければと思います。 

【担当課：消防総務課：TEL 23－3527 】 
 
栃木市の水防訓練は、全地域の消防団員が参加し平成２９年度から

実施しています。近年はコロナウイルスの影響で未実施となっています
が、令和５年度は岩舟町を会場として実施を予定しており、今後訓練会
場については全地域を輪番制とし実施する計画です。 
 
 

１７ 

参加者 
（国府地区
自治会連
合会） 

【柳原河川敷運動場土手の木の伐採について】 
 
柳原河川敷運動場について、令和元年度の水害により損傷してい

たが、令和 4年 3月に復旧工事が終わり、使えるようになった。運動
場の堤防が被害に遭うのは、土手の中に木が生えていて、そこにゴミ
が引っかかって水の流れを邪魔しているから。昨年度、木を切ってもら
うようお願いをしたが、県に確認をしたところダメと言われたとのこと。
今回の県の工事で復旧した堤防は前回より低くなっている。再度被害
に遭わないよう対策して欲しい。 
 

【地域振興部長】 
 
市といたしましても、昨年もいただいていたご質問の箇所が進展をし

ていないことは把握しておりましたので、事前に県に確認をしておりま
す。県からは、『河川維持全体として予算を計上しており、他地域との
優先度を考えながら検討しているので、この部分だけを優先するという
ことは出来ない』との回答でした。 
市といたしましても、引き続き県に要望してまいります。 

 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：スポーツ課：TEL 25-0930  〕 

１８ 

参加者 
（国府地区
自治会連
合会） 

【コロナ感染者の情報公開基準について】 
 
コロナに関する放送で言われているお願いはすべて守っているが、

ここ最近感染者が多くなっている。プライバシーの問題もあり、難しいと
は思っているが、何処で感染しているかが分かると気を付けることがで
きる。情報公開の基準というものがあるのか。 
 

【保健福祉部長】 
 
感染症の発表については各保健所が管轄をしており、市では情報を

持っていないため、地元に情報を提供できない状況です。 
ご意見は、正にその通りだと思いますが、現状は手持ちの情報がな

いということで、ご理解をいただきたい。 
 

【左記回答要旨のとおり】 
〔担当課：健康増進課：TEL 25－3512 〕 

 


